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Ⅴ．特記事項 

1．こども芸術大学認定こども園 
 

 本学の建学の精神・基本理念の具現化に向け、幼児から学生・社会人まで連なる人間教

育の基礎をなす教育機関として「こども芸術大学認定こども園」がある。「母なる大地の回

復」を保育・教育理念とし、平成 16（2004）年に「こども芸術教育研究センター」を設立。

翌年の平成 17（2005）年には「こども芸術大学」を開学し、人としての土台が形成される

乳幼児期における「豊かな心」「人とのつながり」「自然との調和」を保育・教育目標に掲

げ、活動している。 

園の保育・教育活動では、本学学生や教職員による創造性開発や幼児玩具のデザイン研

究等、学部及び大学院教育との連携を通じて、学生や教職員が「子どもたちから学び、子

どもたちと共に育ちあう」他大学では見られない特色ある教育環境が形成されている。開

学からの教育実績を体系化した教育メソッドは、幼児教育関係者や保護者等、広く地域に

発信し理念の浸透を図っている。 
 
2．学長ラウンジ 
 
 平成 30（2018）年 4 月、中山ダイスケ学長の就任と同時に「学長ラウンジ」を開始し

た。学長が自ら毎回テーマを設定し、学生に向けてメッセージを発信している。第 1 回は

フリーキャスターの滝川クリステル氏を招き、滝川氏が行う動物や自然保護等の社会活動、

副業や複業、パラレルワーク等の次代の働き方について講演した。以降も八谷和彦氏等、

世界で活躍するアーティストを招き、時代の最先端で奮闘する人たちの仕事振りや仕事に

おける信念等を多角的に紹介している。 

令和 2（2020）年からは、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に伴い、全国の大学

が対面授業を停止し、学内への入構を規制する中、学生生活に不安を抱える学生に対して

YouTube での動画配信に転換している。授業運営方針や各学科（コース）がオンラインで

提供する授業や学内の様子など、いろいろなトピックを自らがリポーターとなり取材し、

発信している。学長が発信するメッセージは多くの学生や保護者の不安解消に役立ってお

り、「ウィズ・コロナ時代」における新しい大学の姿を提示している。YouTube で配信され

た全 24 回の総視聴者数は 11 万回、平均動画再生回数は 4,700 回を超えている。 

YouTube 学長ラウンジ＃01              学長ラウンジの一例 （視聴回数：2022 年 5 月 1 日時点） 

配信回 トピック 視聴回数 

#03 彫刻コースのリモート授業、 
どうやってするの？ 

5,562 回 

#05 プロダクトデザイン学科に聞

く ～リモート授業をポジティ

ブに捉えてみること 

2,033 回 

#16 東北芸工大の学生食堂（学食）

はこんなところ 
5,226 回 

#23 芸工大の卒展 2020 最優秀賞・

優秀賞の学生にインタビュー 
65,136 回 

 
 


